
発
達
支
援
の
拠
点
と
し
て
整
備

運�

営　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
の
発
達

療
育
研
究
所

平成24年
（2012年）
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区
は
、
個
別
指
導
や
集
団
遊
び
を
通
じ
て
、
運
動
・
こ
と
ば
・
社
会
性
な
ど
の
発
達
に
つ
い
て

支
援
が
必
要
な
幼
児
・
児
童
へ
の
発
達
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
支
援
を
充
実
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
神
田
さ
く
ら
館
の
中
に「
子
ど
も
発

達
セ
ン
タ
ー
（
愛
称「
さ
く
ら
キ
ッ
ズ
」）」
が
、
12
月
1
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

 

問
合
せ　

児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
発
達
支
援
主
査　

☎
５
２
９
８

－
２
４
２
４

広報千代田の紙面
一部の記事で記号を導入
　今回の号から、行事やお知らせ等
の記事を中心に、掲載頻度の高い項
目をよりわかりやすく伝えるために
記号を用います。使用するのは、の
びのび子育て（今回は 8 面・9 面の
右側）と生活ほっとライン（今回は 10
面の左上と 11・12 面）のページです。
問合せ　広報広聴課
� ☎ 5211 － 4174

記号化をする項目
時＝日時　場＝会場　対＝対象
定＝定員　内＝内容　師＝講師
費 ＝費用・料金（記載のない場合 

は無料）
締＝締切り　申＝申込み
問＝問合せ　他＝その他

☆広報千代田は新聞折込で配布しています。購読していない区民・区内事業者の皆さんには郵送します。問合せ　広報広聴課 15211 － 4174☆

　

平
成
25
年
度
の
区
立
幼
稚
園
、
保
育
園
・
こ
ど
も

園
等
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ　

子
ど
も
支
援
課
支
援
係

1
５
２
１
１

－

４
２
２
９

幼
稚
園
、
保
育
園
・
こ
ど
も
園
等
の

入
園
児
募
集

プログラム 担当専門職 支援内容

個
別
指
導

運動 理学療法士 首すわりからお座り・はいはい・立つ・歩くなどの運動について、遊
びを通して支援します。

言語 言語聴覚士
「サ行」が「タ行」になる、言いたいことばがスムーズに出ない、ことば
の数が増えない等の相談に応じ、ことばのやり取りや発語について支
援します。

心理 臨床心理士
など

「友達とうまく遊べない」「落ち着きがない」「こだわりが強い」など、
一人ひとりの発達特性に応じ、お子さんの得意・不得意を明確にして、
コミュニケーションやことばの理解・概念学習について支援します。

作業 作業療法士 手先の不器用さや運動のぎこちなさについて、はさみや箸などの机上
の活動や感覚と運動の統合訓練を通して支援します。

集団指導

保育士
心理士
作業療法士
音楽療法士
など

コミュニケーション、社会性、情動・行動の調整、言語、認知等について、
小集団での活動を通して支援し、友達とのやり取りや集団参加の力を
育てます。また保護者同士が交流することにより、孤立感の解消を図
ります。
定員　1グループ 8人
実施日　週 1回（月～土曜）
時間　午前グループ＝  9 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　午後グループ＝ 13 時 30 分～ 15 時 30 分

神
田
さ
く
ら
館
6
階
で
専
門
機
関
が
運
営

施
設
愛
称　

さ
く
ら
キ
ッ
ズ

※�

こ
の
愛
称
は
、
８
月
に
区
内
の
児

童
館
等
９
か
所
で
公
募
を
実
施

し
、
応
募
総
数
81
通
の
中
か
ら
決

定
し
ま
し
た
。

場�

所　

神
田
司
町
２

－

16
神
田
さ
く

ら
館
６
階

開�

設
時
間　

月
～
土
曜（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）８
時
30
分
～
17

時
15
分

対�
象　

区
内
在
住
の
小
学
１
年
生
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

身
近
な
支
援
施
設
と
し
て 

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
支
援

さ
く
ら
キ
ッ
ズ
の
特
徴

オ
ー
プ
ン
当
日
に
内
覧
会

▲集団指導（音楽療法）の様子

申�

込
み　

施
設
の
利
用
・
見
学
は

児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
発

達
支
援
主
査（
☎
５
２
９
８

－
２
４
２
４
）へ
。

　

区
は
、
平
成
17
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
発
達
障
害
者
支
援
法
や
、
す
べ

て
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
乗
り

越
え
て
理
解
し
、
認
め
合
い
、
尊
重

し
合
う
と
い
う「
共
生
」
の
理
念
に

基
づ
き
、
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
・

教
育
等
の
各
分
野
で
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
よ
り
支
援
を
拡
大
し
て
き
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
に

は
、
常
時
使
用
で
き
る
施
設
の
必
要

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
身

近
に
相
談
と
支
援
が
で
き
る
拠
点
施

設
と
し
て
、
今
回
の
施
設
整
備
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
キ
ッ
ズ
は
、
児
童
の
日
常

生
活
や
運
動
能
力
向
上
・
こ
と
ば
の

発
達
の
手
助
け
を
す
る
と
と
も
に
、

友
達
と
関
わ
る
楽
し
さ
を
ゆ
っ
く
り

丁
寧
に
体
験
し
な
が
ら
、
社
会
性
の

向
上
を
図
る
場
所
で
す
。

　

お
子
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
興
味
や

能
力
に
合
わ
せ
、
臨
床
心
理
士
や
作

業
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
が
、
楽
し

く
て
ま
た
行
き
た
い
と
思
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
考
え
、
発
達
を
促
し
な
が
ら

保
護
者
の
安
心
子
育
て
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

　

上
図
表
の
と
お
り

■
相
談
体
制

　

電
話
相
談
ま
た
は
来
所
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
発
達
に

関
し
て
、
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
来
所
相
談
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

相
談
電
話
☎
３
２
５
６

－

８
１
６
２

※�

予
約
は
12
月
1
日
㈯
以
降
と
な
り

ま
す
。

①�

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
相
談
で

き
ま
す

　

さ
く
ら
キ
ッ
ズ
は
、
身
近
な
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
発
達
に
つ

い
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
が
か
り
や

心
配
ご
と
の
相
談
に
も
対
応
す
る
の

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

②�

小
学
1
年
生
ま
で
を
対
象
に

　

対
象
を
小
学
１
年
生
ま
で
と
し
、

幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
小
学
校
と
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
時
期
を
継
続

し
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
小
学
校
で

の
生
活
へ
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　

さ
く
ら
キ
ッ
ズ
の
オ
ー
プ
ン
当
日

に
内
覧
会
を
実
施
し
、
事
業
内
容
や

施
設
を
説
明
し
ま
す
。
当
日
直
接
会

場
へ
。

と
き　

12
月
１
日
㈯
15
時
～
17
時

子どもの発達支援の拠点
「さくらキッズ」がオープン

▲集団学習の様子

▲第50回区民体育大会の写真は6・7面

８
面
参
照



　

区
も
、
こ
の
夏
、
区
有
施
設

全
体
の
使
用
電
力
総
量
を
平
成

22
年
度
比
で
10
％
抑
制
す
る
基

本
方
針
を
策
定
し
て
、
節
電
に

取
り
組
み
、
約
17
％
削
減
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
の
基
本
方
針
を
継

続
し
、
節
電
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

取
組
結
果　

下
図
表
の
と
お
り

問�

合
せ　

環
境･

温
暖
化
対
策

課
企
画
調
査
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
５
５

Ｃ�

Ｏ
2（
二
酸
化
炭
素
）削
減
量　

約

23
ト
ン（
区
の
一
般
的
家
庭
約
６

世
帯
分
の
年
間
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
に

相
当
）

平
均
削
減
率　

10.4
％（
前
年
比
）

※�

削
減
で
き
た
参
加
者
の
数
値

▼
主
な
節
電
取
組
内
容

エ�

ア
コ
ン　

室
温
を
28
℃
に
す
る
／

扇
風
機
と
一
緒
に
使
う

冷�

蔵
庫　

モ
ノ
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な

い
／
開
け
た
ら
す
ぐ
に
閉
め
る

テ�

レ
ビ　

見
な
い
と
き
は
消
す
／
消

す
と
き
は
主
電
源
を
オ
フ
に
す
る

そ�

の
他　

ト
イ
レ
の
温
水
洗
浄
便
座

の
電
源
を
オ
フ
に
す
る
／
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
作
る
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

に
変
え
る
／
寝
る
と
き
に
水
枕
を

使
う
／
外
で
元
気
よ
く
遊
ぶ
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
声

工
夫
や
感
想
な
ど

・�

扇
風
機
を
頼
り
に
し
て
本
当
に
暑

い
と
き
だ
け
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

た
。
家
族
と
協
力
し
て
１
つ
の
部

屋
で
過
ご
し
た
。

・�

電
気
を
小
ま
め
に
消
し
た
ら
、
８

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

No. 1339　24.11.5（2）

広　告

　

区
は
、
地

球
温
暖
化
対

策
の
推
進
、

環
境
保
全
の
意
識
の
啓
発
を
目
的

と
し
て
、
個
人
や
事
業
者
を
対
象

に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
等
の
導
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
後

の
空
調
設
備
改
修
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

　

区
は
、
東
京
都
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー（
ク
ー
ル
・
ネ
ッ

ト
東
京
）等
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

診
断
に
基
づ
く
空
調
設
備
改
修
に
対

し
て
、
設
置
費
用
の
20
％（
上
限
額

100
万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
空
調
設
備
を
改
修
し
た
方
の
声

　

内
神
田
二
丁
目
の
鈴
新
㈱
は
、
助

成
金
を
活
用
し
、
昨
年
10
月
に
空
調

設
備
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
鈴

木
総
務
部
長
は「
昨
年
と
今
年
の
電

気
使
用
量
実
績
を
比
較
す
る
と
、
６

月
は
36
％
、
７
月
は
26
％
、
８
月
は

27
％
削
減
で
き
ま
し
た
＝
上
図
表
。

大
変
驚
き
、
設
備
改
修
効
果
の
大
き

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
助
成
金
を
活
用
し
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

等
の
導
入
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
今
年
度
の
助
成
金
の
残
額

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
は

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
請
は
施
工
前
で
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　

環
境
・
温
暖
化
対
策
課
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
５
６

み
ん
な
で
育
て
る
エ
コ
ち
よ
だ
34

省
エ
ネ
診
断
後
の
空
調
設
備
改
修
の
事
例

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211 － 4174 ☆

　

平
成
24
年
第
３
回
区
議
会
定
例
会

を
９
月
21
日
か
ら
10
月
19
日
ま
で
開

き
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は「
平
成
24
年
度

千
代
田
区
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３

号
」な
ど
6
件
が
可
決
さ
れ
、
２
件

が
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
、
３
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た「
平
成

23
年
度
千
代
田
区
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
は
不
認
定

と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は「
ち
よ
だ
区
議
会
だ
よ

り
」や
区
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kugikai.city.chiyoda.
tokyo.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課

☎
５
２
１
１

－

４
１
３
８

　

区
議
会
事
務
局

☎
５
２
１
１

－

４
２
９
７

第
３
回
区
議
会
定
例
会

 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
な
ど
を
可
決

1�

森
と
千
代
田
区
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

都
心
の
千
代
田
区
に
い
る
私
た
ち

は
、
森
は
遠
く
の
も
の
と
思
い
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
森
か
ら

多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
機
能
や
生
活
と
の
関
わ

り
、
森
林
保
全
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
、
企
業
や
大
学
の
講
師
な
ど
が

話
し
合
い
ま
す
。

と�

き　

12
月
７
日
㈮
16
時
30
分
～
18

時
45
分（
途
中
休
憩
あ
り
）

定�

員　

100
名（
申
込
順
）

内�

容　

第
１
部「
森
と
千
代
田
区
の

関
わ
り
」／
第
２
部「
産
官
学
の
活

動
紹
介
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
～
」

講�

師　

米
倉
久
邦
さ
ん（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）・
松
井
一
郎
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
理

事
）・
半
谷
栄
寿
さ
ん（
環
境
Ｎ
Ｐ

Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
代
表
）ほ
か

2�

Ｃ
Ｅ
Ｓ（
千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）

情
報
交
換
会

　

環
境
や
森
林
保
全
に
関
わ
る
団
体

が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

　

ご
自
身
の
活
動
を
知
ら
せ
、
他
の

団
体
の
活
動
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。�

ぜ
ひ
交
流
の
輪
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
７
日
㈮
19
時
～
20
時

費
用　
１
千
円（
飲
み
物
・
軽
食
代
）

－

1�

2
い
ず
れ
も

－
会�

場　

九
段
生
涯
学
習
館
６
階
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル（
九
段
南

１

－

５

－

10
）

3�「
森
林
保
全
活
動
」に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を

　

企
業
や
団
体
の
森
林
保
全
活
動
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
1
の
報

告
書
と
合
わ
せ
て
冊
子
に
し
、
区
内

の
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
し
ま
す
。

■
区
長
提
出
議
案
等

▼�

千
代
田
区
の
行
政
委
員
会
委
員
並

び
に
非
常
勤
の
監
査
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
継
続
審

査
）

▼�
平
成
24
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計

補
正
予
算
第
３
号（
可
決
）

※�

子
ど
も
の
予
防
接
種
お
よ
び
国
史

跡
常
盤
橋
門
跡
石
垣
・
常
磐
橋
の

修
復
に
関
す
る
経
費
な
ど
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

▼�

平
成
23
年
度
千
代
田
区
各
会
計�

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
否
決
）

▼�

千
代
田
区
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
推
進
条
例（
可
決
）

▼�

千
代
田
区
墓
地
等
の
構
造
設
備
及

び
管
理
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

▼�

千
代
田
区
立
幼
稚
園
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

▼�

千
代
田
区
旧
庁
舎
解
体
他
工
事�

請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
可
決
）

▼�

特
別
区
道
の
路
線
の
一
部
廃
止
に

つ
い
て（
可
決
）

▼�

平
成
23
年
度
千
代
田
区
財
政
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て（
報
告
）

▼�

千
代
田
区
旧
庁
舎
解
体
他
工
事
請

負
契
約
の
一
部
を
専
決
処
分
に
よ

り
変
更
し
た
件
に
つ
い
て（
報
告
）

▼�

損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
し
専
決

処
分
に
よ
り
和
解
し
た
件
に
つ
い

て（
報
告
）

■
そ
の
他
の
案
件

▼�

木
村
正
明
議
員
に
対
す
る
処
分
要

求
に
つ
い
て（
継
続
審
査
）

 
 
 

募集要項    定員 80 名 （先着順・定員になり次第、締め切りいたします）
申し込み方法 メール（infoten@denki-club.or.jp）または、往復はがきに（住所・氏名・

年齢・職業・電話番号）、「安西 英明氏講演会・参加希望」と明記し、    
お送りください。折り返しご連絡を差し上げます。

場所・時間 一般社団法人電気倶楽部 平成２４年１１月２８日（水） 
下記住所にて 受付開始１５：４０ 開演１６：００～１７：００

※未就学児の入場をお断りしております。※参加希望の方は事前申し込みをお願いします。

主催：一般社団法人電気倶楽部  http://www.denki-club.or.jp 〒100-0006 千代田区有楽町１丁目12番１号 新有楽町ビル10階 

「 東京でも出会える渡り鳥 
・・・渡りの神秘や浪漫 」 

公開講演
（参加無料） 講師：安西 英明 氏 

公益財団法人日本野鳥の会 理事 主席研究員 
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ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙（
所
定
の
様
式
）

は
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://chiyoda-ces.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

－

1��

2�

3
い
ず
れ
も

－

申�

込
み　

11
月
30
日
㈮（
必
着
）ま�

で
に
、
郵
送（
1�

2
は
往
復
ハ

ガ
キ
）・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル（
1�

2
は
10
面
記
入
例

参
照
／
3
は
所
定
の
様
式
）で
Ｃ

Ｅ
Ｓ
推
進
協
議
会
事
務
局（
〒
102

－

8688
九
段
南
１

－

２

－

１
1
・

５
２
１
１

－

５
０
８
５

info@
chiyoda-ces.jp

）へ
。

　

今
年
の
夏
、
区
は「
ち
よ
だ
・
我

が
家
の
節
電
鑑
定
団
」取
組
み
シ
ー

ト
を
小
・
中
学
生
に
配
布
し
、
家
電

の
消
費
電
力
や
家
庭
の
電
気
使
用
量

の
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
小
・

中
学
生
に
節
電
や
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
区
立
学
校
に
加
え
私
立

学
校
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
取
組
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

取
組
結
果

▼
取
組
者
数　

776
人

▼
電
力
の
削
減
量

総�
削
減
量　
５
万
265　
kWh

▼ 参加者の削減率
削減率 人数
15％以上 81 人
10％以上 75 人
5％以上 92 人
5％未満 115 人

減った人の合計 363 人
増えてしまった 263 人
計算不可 (＊) 150 人

＊ 前年の電力使用量が不明等

▼ 家電の消費電力調査ベスト 5

順位 対象 延べ人数

1 位 テレビ 573 人

2 位 電子レンジ 555 人

3 位 エアコン 425 人

4 位 炊飯器 391 人

5 位 ドライヤー 356 人

月
の
使
用
量
が
減
っ
て
い
た
。
電

気
を
使
う
生
活
を
見
直
せ
た
。

・�

家
電
製
品
の
消
費
電
力
を
調
べ
る

の
が
面
白
か
っ
た
。
エ
ア
コ
ン
で

も
冷
房
と
暖
房
で
全
然
違
う
な

ど
、
色
々
発
見
で
き
た
。

・�

８
月
は
昨
年
を
上
回
っ
て
し
ま
い

残
念
だ
っ
た
が
、
７
月
は
減
っ
て

い
た
の
で
努
力
し
て
よ
か
っ
た
。

月
平成22年度 

実績値
（kWh）

平成24年度 
実績値

（kWh）

削減率
（％）

7 2,906,162 2,291,806 ▲ 21.1%

8 2,965,644 2,510,234 ▲ 15.4%

9 3,010,817 2,560,047 ▲ 15.0%

計 8,882,623 7,362,087 ▲ 17.2%

▼区有施設の使用電力実績

※街路灯・橋梁
りょう
灯・公園灯を含む

区
の
助
成
制
度
の
活
用
を

第
５
回　

Ｃ
Ｅ
Ｓ
環
境
フ
ェ
ス
タ

▲ ちよだ・つま恋の森づくり
ツアーの様子

区
有
施
設
の
節
電
実
績

節
電
へ
の
ご
協
力
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

・�

毎
朝
打
ち
水
を
し
た
。
日
中
は
照

明
を
消
し
て
外
で
遊
ん
だ
り
、
自

然
光
で
本
を
読
ん
だ
り
し
た
。

・�

昨
年
は
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
30
％
削

減
し
た
の
で
、
今
年
は
リ
バ
ウ
ン

ド
し
た
。

問�

合
せ　

環
境･

温
暖
化
対
策
課
事

業
推
進
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
５
３

ちよだ・我が家の
節電鑑定団

結果報告

鈴新㈱の夏期電力使用量比較
（２０１０年～２０１２年）

(kＷ/h)

６月 ７月 ８月 ９月
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に
は
相
談
に
乗
っ
て
、
手
助
け
し
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
わ
り
の
方
へ

異
変
を
感
じ
た
ら
連
絡
を

　
「
し
つ
け
」だ
と
言
っ
て
も
、
行
き

過
ぎ
で
あ
れ
ば
虐
待
で
す
。
知
り
合

い
や
近
所
で
虐
待
が
疑
わ
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
が
、

子
ど
も
や
保
護
者
を
救
い
ま
す
。

※�

連
絡
者
の
個
人
情
報
は
、
決
し
て

外
部
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
の
５
か
条

①�｢

お
か
し
い｣

と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

連
絡（
通
告
）

※
通
告
は
義
務
で
す
。

②�｢

し
つ
け
の
つ
も
り
…｣

は
言
い
訳

（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

③�

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い（
あ
な

た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
）

④�

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

⑤�

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ

り
う
る（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

児
童
虐
待
の
相
談･

連
絡
先

・�

児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談

電
話　

1
３
２
５
６

－

８
１
５
０

（
月
～
土
曜
8
時
30
分
～
17
時
）

※�

休
日
・
夜
間
は
区
役
所
の
代
表
電

話（
1
３
２
６
４

－

２
１
１
１
）へ
。

・
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

�

1
３
２
０
８

－

１
１
２
１

　

�（
平
日
９
時
～
17
時
／
緊
急
性
の

あ
る
場
合
に
は
夜
間
・
土
・
日
・

祝
日
も
対
応
）

区役所の代表電話　3264ー2111（3）No. 1339　24.11.5

１１　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

気
づ
く
の
は 

あ
な
た
と
地
域
の 

心
の
目

　

児
童
虐
待
は
、子
ど
も
の
育
ち
に
、

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。近
年
、

子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い

事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

虐
待
防
止
に
は
、
地
域
に
暮
ら
す

私
た
ち
が
子
ど
も
の
様
子
や
家
庭
の�

小
さ
な
変
化
に
早
く
気
付
く
こ
と
が

大
切
で
す
。あ
な
た
の「
も
し
や
？
」

が
子
ど
も
を
救
い
ま
す
。
虐
待
防
止

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
中
の
方
へ

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
つ
い
必
要
以
上

に
叱
っ
た
り
、
叩
い
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。「
こ
の
ま
ま
で
は
虐
待
し

て
し
ま
う
の
で
は
…
」「
も
し
か
し

た
ら
こ
れ
は
虐
待
で
は
…
」と
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
子
育
て
の

不
安
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
虐
待
を
し
て
し

ま
う
、
そ
れ
は
決
し
て
特
別
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

信
頼
で
き
る
人
や
相
談
機
関
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
周
り

　

親
の
病
気
や
行
方
不
明
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
一
緒
に
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
愛
情
に
包

ま
れ
た
温
か
な
家
庭
環
境
の
中
で
育

て
て
い
る
の
が「
養
育
家
庭
」で
す
。

　

里
親
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
迎

え
入
れ
育
て
て
い
る
方
が
、
貴
重
な

体
験
を
お
話
し
し
ま
す
。
当
日
直
接

会
場
へ
。

と�

き　

11
月
20
日
㈫
14
時
～
16
時

会�

場　

神
田
さ
く
ら
館
７
階（
神
田

司
町
２

－

16
）

対�

象　

区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で

子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
50

名（
先
着
順
）

問�

合
せ　

児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
子
ど
も
家
庭
相
談
係

�

1
５
２
９
８

－

２
４
２
４

　

10
月
１
日
に
障
害
者
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
の
虐

待
は
、
家
庭
・
施
設
・
職
場
な
ど
、

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

虐
待
を
受
け
て
も
助
け
を
求
め
ら
れ

な
い
人
、
虐
待
し
て
い
る
と
自
覚
の

な
い
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。

対�

象
と
な
る
障
害
者

①�

身
体
・
知
的
・
精
神（
発
達
障
害

を
含
む
）、
そ
の
他
の
心
身
機
能

の
障
害
が
あ
る
方

②�

障
害
お
よ
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
、�

継
続
的
に
日
常
生
活
・
社
会
生
活

に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に

あ
る
方

■
虐
待
と
は

・
身
体
的
虐
待

・
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
護
し
な
い
）

・�

心
理
的
虐
待（
暴
言
を
浴
び
せ
る
等
）

・
性
的
虐
待

・
経
済
的
虐
待

■
養
護
者
へ
の
支
援
を

　

虐
待
を
し
て
し
ま
う
家
族
に
は
、

心
身
の
疲
れ
や
障
害
に
つ
い
て
の
知

識
不
足
、
人
間
関
係
の
も
つ
れ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
家

族
全
体
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　

区
は「
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
、
虐
待
の
通
報
や

届
出
・
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
虐

待
の
内
容
に
よ
り
、
関
係
者
や
関
係

機
関
で
協
議
し
て
問
題
の
解
決
を
図

り
、
場
合
に
よ
り
緊
急
の
対
応
を
と

り
ま
す
。
虐
待
が
疑
わ
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

通
報
者
の
個
人
情
報
は
、
決
し
て

外
部
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

場�

所　

生
活
福
祉
課
内（
区
役
所
３

階
）

専
用
相
談
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

　

1
・

５
２
２
６

－

７
３
７
３�

　

�（
電
話
は
月
～
金
曜
８
時
30
分
～

17
時
15
分
／
フ
ァ
ク
ス
は
24
時
間

受
付
）

※�

休
日
・
夜
間
は
区
役
所
の
代
表
電

話（
1
３
２
６
４

－

２
１
１
１
）へ
。

虐
待
防
止
の
講
演
会

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
障
害
者
の
父

親
で
も
あ
る
講
師
が
、
虐
待
を
防
止

し
、
障
害
者
や
家
族
が
安
全
で
豊
か

な
生
活
を
送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お

話
し
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

と�

き　

11
月
20
日
㈫
15
時
～
17
時

会
場　

区
民
ホ
ー
ル（
区
役
所
１
階
）

定
員　

100
名（
申
込
順
）

講�

師　

野
沢
和
弘
さ
ん（
毎
日
新
聞

社
論
説
委
員
）

申�

込
み　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル（
10
面
記
入
例
参

照
）で
生
活
福
祉
課
障
害
者
支
援

係（
1
５
２
１
１

－

４
２
１
７

３
２
６
４

－

０
９
２
７

seikatsufukushi@
city.

chiyoda.lg.jp

）へ
。

－

い
ず
れ
も

－

問�

合
せ　

生
活
福
祉
課
障
害
者
支
援

係�

1
５
２
１
１

－

４
２
１
７

「オレンジリボン」には
子どもへの虐待を防止
したいというメッセー
ジがこめられています。

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行

虐
待
の
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
連
絡
を

　

区
は
、
中
学
３
年
生
・
高
校
３
年

生
等（
20
歳
に
な
る
年
度
ま
で
）の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
学
習

塾
等
の
受
講
費
用
や
大
学
等
の
受
験

料
等
を
貸
し
付
け
る「
受
験
生
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
」
＝
下
図
表

＝
の
相
談
や
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
そ
の
際
は
、
塾
の
資
料
・
入

試
要
項
・
領
収
書
等
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
が
高
校
・
大
学
等

に
入
学
し
た
場
合
な
ど
は
、
償
還
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

対�

象　

次
の
①
～
⑦
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

①
世
帯
の
生
活
中
心
者
で
あ
る

②�

平
成
23
年
の
総
収
入
金
額
が
一
定

基
準
以
下
で
あ
る

③�

預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
600
万

円
以
下
で
あ
る

④�

土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い

（
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
の
土
地
・

建
物
は
除
く
）

⑤�

都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住

（
住
民
登
録
）し
て
い
る

⑥�

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
世
帯
主
ま

た
は
構
成
員
で
な
い

⑦�

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
が
属

す
る
世
帯
の
構
成
員
で
な
い

区が相談や申請を受付
受験生チャレンジ支援

貸付事業

▼貸付の内容
貸付金の種類 対　象 貸付限度額
学習塾等受講料
貸付金

中学 3年生、高校 3年生と
それに準ずる方 200,000 円

高校受験料貸付金 中学 3年生 27,400 円
大学等受験料
貸付金

高校3年生とそれに準ずる方
（35,000 円× 3校まで） 105,000 円

※ 高卒認定合格者や既卒者で大学入学を目指している方（浪
人生）も、20歳未満であれば1回限り貸付の対象になります。

重
大
事
故
の
お
そ
れ
が
高
い
製
品
に
は
所
有
者
登
録
を

■
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度

　

製
品
が
古
く
な
る
と
部
品
等
が�

劣
化（
経
年
劣
化
）し
、
火
災
や
死�

亡
事
故
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り�

ま
す
。

　
「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制

度
」で
は
、
消
費
者
に
よ
る
点
検

が
難
し
く
、
経
年
劣
化
に
よ
る
重

大
事
故
の
お
そ
れ
が
多
い
製
品
９

品
目
を
特
定
保
守
製
品
に
指
定
し

て
い
ま
す
。

特
定
保
守
製
品

・�

屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器（
都

市
ガ
ス
用
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
）

・�

屋
内
式
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま（
都
市

ガ
ス
用
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
）

・�

石
油
給
湯
機

・�

石
油
ふ
ろ
が
ま

・�

密
閉
燃
焼（
Ｆ
Ｆ
）式
石
油
温
風

暖
房
機

・�

ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機

・
浴
室
用
電
気
乾
燥
機

■�

特
定
保
守
製
品
を
購
入
し
た
ら
、

所
有
者
登
録
を

　

製
品
に
は
、
安
全
上
、
標
準
使
用

期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
製
品

購
入
の
際
に
、
所
有
者
登
録
を
す
る

と
、
標
準
使
用
期
間
の
終
わ
る
頃
に

点
検
通
知
が
届
き
ま
す
。

点
検
の
流
れ

⑴�

販
売
者
か
ら
点
検
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
る

⑵�

所
有
者
票
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、�

販
売
業
者
に
渡
す
か
、
メ
ー
カ
ー

に
送
り
、
所
有
者
登
録
を
す
る

⑶�

点
検
時
期
が
来
る
と
点
検
通
知
が

届
く
の
で
、
点
検
を
依
頼
す
る

⑷
点
検
を
受
け
る

※�

点
検
費
用
は
所
有
者
負
担
で
す
。

　

所
有
者
情
報
を
変
更
す
る
場
合

は
、
所
有
者
票
・
製
品
・
添
付
書

類
に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ま
め
な
点
検
を

　

点
検
時
に
問
題
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
標
準
使
用
期
間
経
過
後

は
こ
ま
め
な
点
検
が
必
要
で
す
。

　

異
常
な
音
や
振
動
、
焦
げ
臭
い

な
ど
の
異
臭
、
不
安
定
な
点
火
・

着
火
や
点
灯
ラ
ン
プ
の
点
滅
な
ど

の
症
状
や
異
常
が
あ
っ
た
場
合
、

直
ち
に
使
用
を
止や

め
て
メ
ー
カ
ー

に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
５
２
１
１

－

４
３
１
４

消 

費 

者 

だ 

よ 

り

養
育
家
庭
の
体
験
発
表
会

来
年
３
月
末
ま
で　

芳
林
公
園
改
修
工
事

　

芳
林
公
園（
外
神
田
３

－

５

－

18
）は
現
在
リ
ニ
ュ

－

ア
ル
工
事

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
来
年
３
月

末
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ　

道
路
公
園
課
都
市
施
設

主
査（
維
持
担
当
）

�

1
５
２
１
１

－

４
２
４
３

▲
完成イメージ

　

申
込
締
切
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　

福
祉
総
務
課
厚
生
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
１
１
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募�

集
住
宅　

家
族
向
け
・
単
身
者
向

け（
一
般
募
集
住
宅
）／
定
期
使
用

住
宅（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
・

多
子
世
帯
向
け
）／
若
年
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け

対�

象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①�

都
内
在
住（
一
部
、
要
３
年
以
上

の
場
合
あ
り
）で
あ
る

②�

世
帯
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

内
で
あ
る

③�

現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る（
一
部
、
単
身

者
が
申
し
込
め
る
住
宅
あ
り
）

④�

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る

⑤�

暴
力
団
員
で
な
い

※�

こ
の
ほ
か
に
も
、
申
込
区
分
ご
と
に

条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は「
募

集
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
募
集
の
ご
案
内
」の
配
布　

11
月
９

　

�

日
㈮
ま
で
、
都
庁（
新
宿
区
西
新

宿
２

－

８

－

１
）／
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
・
各
窓

口
セ
ン
タ
ー
／（
区
）出
張
所
・
情

報
コ
ー
ナ
ー（
区
役
所
２
階
）・
ま

ち
づ
く
り
総
務
課（
区
役
所
５
階
）

で
配
布
し
ま
す
。

申�

込
み　

11
月
13
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
所
定
の
申
込
書（「
募
集
の
ご
案

内
」に
添
付
）を
郵
送
で
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
都
営

募
集
課（
〒
150

－

8322
渋
谷
区
神
宮

前
５

－

53

－

67
）へ
。

※�

申
込
書
は
、
11
月
９
日
㈮
18
時
ま

で
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.to-

■�

就
寝
前
の
歯
磨
き
は
、
時
間
を
か

け
て
念
入
り
に

　

む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
に
は
、

プ
ラ
ー
ク（
歯し

こ
う垢
）を
し
っ
か
り
と
落

と
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
忙
し
く
て

も
、
最
低
１
日
１
回
は
丁
寧
な
歯

磨
き（
約
10
分
間
）を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

特
に
就
寝
中
は
、
唾
液
の
分
泌
が

少
な
く
、
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
就
寝
前
の
歯
磨
き

を
時
間
を
か
け
て
念
入
り
に
行
う
こ

と
で
、
プ
ラ
ー
ク
が
た
ま
る
の
を
防

げ
ま
す
。

■
年
に
１
回
歯
科
医
院
で
健
診
を

　

痛
み
な
ど
治
療
の
必
要
が
な
く
て

も
、
年
に
１
回
は
掛
か
り
つ
け
の
歯

■
健
康
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
歯

　

歯
は
私
た
ち
の
健
康
と
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
食
べ
物
が
よ
く

噛か

め
れ
ば
、
胃
や
腸
に
負
担
を
か

け
ず
に
、
全
身
に
栄
養
を
行
き
渡

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
話

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
の
も
、
歯

が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
は
っ
き
り
発

音
で
き
る
お
か
げ
で
す
。
ほ
か
に

も
、
歯
触
り
や
歯
応
え
を
楽
し
ん

だ
り
、美
し
い
表
情
を
作
っ
た
り
、

歯
の
働
き
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

健
康
な
歯
は
健
康
な
体
を
支

え
、
私
た
ち
に
快
適
な
暮
ら
し
を

も
た
ら
し
ま
す
。
大
切
な
歯
を
守

る
正
し
い
ケ
ア
を
、
ぜ
ひ
今
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

健 

康 

通 

信

11
月
８
日
は﹁
い
い
歯
の
日
﹂

～
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を
～

科
医
院
で
健
診
を
受
け
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
お
口
の
中
の

チ
ェ
ッ
ク
や
、
歯
石
・
汚
れ
の
除

去
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防

に
な
り
ま
す
。

　

区
は
、
19
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
年
１
回
歯
科
健
診
が
無
料
で

受
け
ら
れ
る
受
診
券
を
配
付
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
で
の
ケ
ア
と
、
歯
科
医
院

で
の
定
期
的
な
ケ
ア
を
上
手
に
組

み
合
わ
せ
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康

な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問�

合
せ　

健
康
推
進
課
歯
科
相
談

主
査�

1
５
２
１
１

－８
１
７
８

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
等
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

と
い
っ
た
、
女
性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
法
務
局
職

員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
で

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

強
化
週
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時

間
を
延
長
す
る
ほ
か
、
土
・
日
曜
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。

強�

化
週
間　

11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰

（
月
～
金
曜
８
時
30
分
～
19
時
／

土
・
日
曜
は
10
時
～
17
時
）

問�

合
せ　

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部

�

第
三
課
1
５
２
１
３

－

１
２
３
４

　
（
内
線
２
５
１
６
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

1
０
５
７
０

－

０ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ

７
０

－の
８ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

14
時
30
分
＝
受
付
・
プ
レ
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
／
15
時
～
17
時
30
分
＝

結
果
説
明
・
ポ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ

　

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）、Ｗ
Ｈ

Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）は
、
エ
イ
ズ

の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者

へ
の
差
別
・
偏
見
の
解
消
を
目
的
に
、

12
月
１
日
を
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
制

定
し
ま
し
た
。

　

都
は
、
毎
年
11
月
16
日
～
12
月
15

日
を
エ
イ
ズ
予
防
月
間
と
し
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

区
は
、
毎
月
第
１
金
曜
に
、
検
査

を
受
け
た
日
に
結
果
が
わ
か
る「
Ｈ

Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）迅
速
検
査
」を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
エ
イ
ズ
予
防

月
間
と
し
て
、
日
曜
に
行
い
ま
す
。

と�

き
・
内
容　

12
月
２
日
㈰
12
時
～

都営住宅の
入居者を募集

ン
グ

会�

場　

千
代
田
保
健
所
３
階（
九
段

北
１

－

２

－

14
）

定�

員　

30
名（
申
込
順
）

申�

込
み　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
で

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
人
権
・
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
２
５
９

－
０
２
５
５︿
月
～

金
曜
12
時
～
18
時
﹀）へ
。

問�

合
せ　

健
康
推
進
課
感
染
症
対
策

主
査�

1
５
２
１
１

－

８
１
７
３

世
界
エ
イ
ズ
デ
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7 割以上の方が「冷暖房の設定温度を控え目にする」
　省エネルギー対策の実践についてお聴きしたところ、「冷暖房の設定温度を控え
目にする」が 74.6%と際立って割合が高いものとなっています。
　そのほか、「白熱球から蛍光灯やＬＥＤランプに交換する（37.8%）」「できるだけ
公共交通機関を活用する（36.6%）」「コンセントからプラグを抜く（36.5%）」「レジ
袋を断る（35.9%）」といずれも３割台半ばを超え、省エネ意識の高さが伺えます。

省エネルギー対策の実践

冷暖房の設定温度を控え目にする 74.6

白熱球から蛍光灯やＬＥＤランプに交換する 37.8

できるだけタクシー・自家用車を使わず、
公 共 交 通 機 関 を 活 用 す る                

36.6

コ ン セ ン ト か ら プ ラ グ を 抜 く 36.5

レ ジ 袋 を 断 る 35.9

割 り 箸 を 断 る 28.2

ご み の 減 量 27.0

省エネ性能が高い家電製品への買替え 19.7

シャワーの時間短縮などによる節水 17.2

そ の 他 3.5

実 践 し て い な い 3.8

無 回 答 0.9

0 20 40 60 80 9010 30 50 70 100
（％）

（n=893）

消費生活支援事業
スタンプカード利用は 7割以上、懸賞はがきでの応募は 6割以上
　「スタンプカード事業」「懸賞応募はがき事業」について、そのいずれか、または
両方とも「知っている」方に利用状況をお聴きしました。スタンプカード事業では
「毎回必ず利用していた」が 52.9%で、懸賞応募はがき事業では「ときどき利用して
いた」が 37.6%で最も高くなっています。なお、「毎回必ず」と「ときどき」を合わせ
た「利用していた」は、スタンプカード事業では 7割以上、懸賞応募はがき事業で
も 6割以上と、利用割合は比較的高いと言えます。

約半数でスタンプカード・懸賞応募はがきの加盟店の増を望む声
　消費生活支援事業（「スタンプカード事業」および「懸賞応募はがき事業」）に対し
てどのようなことを望むかお聴きしたところ「加盟店を増やしてほしい」が 48.2%
と最も割合が高く、次いで「スタンプカードを全区民に配付してほしい」が 32.7%、
「スタンプカードの利用できる期間を長くしてほしい」が23.2%と続きます。

全体

0 10 20 30 40 60 70 80 90 10050
（％）

25.1 37.6 34.7

▲

懸賞応募はがき事業（n=311）

毎回必ず応募していた ときどき
応募していた

応募した
ことがない

無回答
2.6

全体

0 10 20 30 40 60 70 80 90 10050
（％）

52.9 18.4 27.2

▲

スタンプカード事業（n=669）

毎回必ず利用していた ときどき
利用していた

利用した
ことがない

無回答
1.5

加 盟 店 を 増 や し て ほ し い 48.2

スタンプカードは全区民に配付してほしい 32.7

スタンプカードの利用できる期間を長くしてほしい 23.2

スタンプカード事業を充実させてほしい 12.3

懸賞はがきの賞品は安くても大勢に当たるようにしてほしい 11.8

スタンプカードを電子式のカードにしてほしい 8.6

5.2

4.0

懸 賞はがき事業を充実させてほしい

3.7

スタンプカードを商店街単位で利用できるようにしてほしい

3.6

懸賞はがきの賞品は当選者が少なくても豪華にしてほしい

14.7

懸賞はがきの応募期間を長くしてほしい

15.1

他 の サ ー ビ ス を 検 討 し て ほし い

無 回 答

0 10 20 30 40 6050
（％）

（n=893）
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第39回区民世論調査の結果　概要 地　 　域　  千代田区全域
対　 　象　   区内在住の満 20 歳以上の　

区民 2,000 名 ( 無作為抽出 )
方　 　法　  郵送配布・郵送回収法
期　 　間　  8 月 20 日～ 9 月 10 日
回収数（率） 　 893 名 (44.7% )

調 査 概 要

　区は、区民の皆さんの意向を把握し、区政に反映させるため、毎年、区民世論調査を実施しています。
　8 月から 9 月にかけて実施した調査の結果がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
　例年の調査項目である「区民の定住性」「区の施設・施策への要望」「広報活動」「居住環境評価」のほか、
今回は、「区の保養施設」「消費生活支援事業」「消費生活」「町会、ボランティア」「生涯スポーツ環境づくり」「文化芸術振興」「保健福祉オンブズパー
ソン」「食育」「家庭での防災」「地球温暖化対策・ヒートアイランド対策」「ホームページ」「ケーブルテレビ」の計 16 項目について伺いました。
ご協力いただいた区民の皆さん、ありがとうございました。
調査報告書全文は情報コーナー（区役所 2 階）、出張所でご覧いただけます。また、区のホームページに概要版を掲載しています。
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が 100%にならない場合があります。� 問合せ　広報広聴課 15211 － 4171

施策への要望「環境対策」が 1 位に
　特に力を入れて取り組んでほしい施策を 3つまであげてもらったところ、「環境
対策（55.9%）」「高齢者施策（51.5%）」「防災対策（48.0%）」と、いずれも 5割前後と関
心の高さが表れています。
　特に環境対策と高齢者施策は、例年 1位・2位を占め、その割合も常におおむ
ね 5割前後となっています。

高 齢 者 施 策 51.5

環 境 対 策 55.9

防 災 対 策 48.0

生涯学習、文化・スポーツの振興 38.4

児 童 福 祉 36.1

保 健 ・ 衛 生 対 策 32.6

ま ち づ くり の 推 進 35.5

学 校 教 育 の 充 実 31.8

商工・観光・消費生活 21.6

33.1住 宅 対 策

障 害 者 施 策 20.9

男女平等、人権尊重の確立 15.3

そ の 他 20.4

特 に な い 1.7

無 回 答 1.1

0 10 20 30 40 6050
（％）

（n=893）

地域での運動やスポーツ活動に対して期待する効果
「地域の健康・体力づくり」が 4割近く
　地域での運動やスポーツ活動に対して、どのような効果を期待するか尋ねたと
ころ、「地域の健康・体力づくり」が 38.0%で最も高く、次いで「高齢者の生きがい
づくり」が36.1%、「余暇時間の有効活用」が34.7%と続きます。さらに、「地域コミ
ュニティの形成」に対しても 27.2%が効果を期待しています。

「施設の利用時間の拡大」、「快適な施設の維持・管理」が２割台
　公共スポーツ施設（スポーツセンター等）の運営や生涯スポーツ振興策につい
て、区に望むことをお聴きしました。「施設の利用時間の拡大（早朝・夜間）」が
28.8%、「快適な施設（空調・清掃・バリアフリーなど）の維持・管理」が 27.8%とい
ずれも２割台で、次いで「施設の利用料金の引き下げ（16.9%）」「高齢者の健康と交
流の場づくり（16.1%）」などが望まれています。

公共スポーツ施設の運営や生涯スポーツ振興策に望むこと

高齢者の生きがいづくり 36.1

地域の健康・体力づくり 38.0

余暇時間の有効活用 34.7

地域コミュニティの形成 27.2

世 代 間 交 流 の 促 進 20.2

障害者の社会参加の促進

1.2

親 子 や 家 族 の 交 流 16.8

そ の 他

5.6

効果が期待できると思わない 3.6

無 回 答 3.4

12.4青 少 年 の 健 全 育 成

わ か ら な い 7.6

0 10 20 30 40
（％）

（n=893）

施設の利用時間の拡大（早朝・夜間） 28.8

快適な施設（空調・清掃・バリアフリーなど）の維持・管理 27.8

施 設 の 利 用 料 金 の 引 き 下 げ

高 齢 者 の 健 康 と 交 流 の 場 づくり

16.9

施 設のトレーニングルームの充実

16.1

子どもたちの居場所づくり・青少年の健全育成

14.1

施設の利用手続き、料金支払方法などの簡略化
（ 電 子 マ ネ ー ・ ク レ ジ ッ ト カ ー ド 等 ）          

13.2

子 ど も た ち の 体 力 の 向 上

12.4

施設内に付帯施設（談話・軽食コーナーなど）の設置

11.3

施設利用案内（パンフレット・掲示板など）の充実

10.1

介 護 予 防 、 寝 た き り 防 止

9.2

施 設 の ス ポ ー ツ 用 具 な ど の 充 実

8.4

スポーツ指導者・スタッフ・ボランティアの充実

8.3

施 設内に指導者やスタッフの配置

7.1

スポーツ教室・大会・イベントの充実

6.4

団 塊 の 世 代 へ の 対 応

6.3

施設内に健康・スポーツ相談室の設置

5.2

運動・スポーツに関する広報活動の充実

4.8

総合型地域スポーツクラブの育成・支援

4.7

障 害者のスポーツ活動の機会充実

3.6

競 技 力 向 上 、 選 手 育 成 の 充 実

3.2

区民との協働（区民参画）によるスポーツ環境づくり

0.8

そ の 他

0.8

何 も 望 ま な い

7.6

無 回 答

8.5

4.1

0 10 20 30
（％）

（n=893）

地震等の災害に備えて備蓄している物
　食糧・飲料水の備蓄で、「備蓄している」と答えた方に、「災害に備えて自宅でど
のような物を備蓄しているか」を尋ねたところ、93.9%と大半の方が「水」と答えて
います。

災害への備え　7割以上が食糧や水を備蓄
　災害に備えて何日分の食糧・飲料水を備蓄しているかをお聴きしたところ、「備
蓄している（1日分～ 2日分）」が 44.3%で最も高く、「備蓄している（3日分以上）」
の 32.9%を合わせると７割台半ばを超え、災害時の備えに対する意識の高さが伺
えます。

家庭での防災

備蓄している
（1日分～2日分）

備蓄している（3日分以上）

備蓄していない

無回答  1.6%（n=893）

44.3%

21.2%

32.9%

食 料 品
（米・缶詰・ビスケット・レトルト品等） 87.4

水 93.9

懐 中 電 灯 86.2

携 帯 ラ ジ オ 67.8
薬 品 類
（救急絆創膏・キズ薬・常備薬） 63.3

ヘ ル メ ッ ト 27.8

携 帯 ト イ レ 53.9

給水用ポリ袋やポリタンク 27.4

そ の 他 4.8

無 回 答 0.1

40.6カ セットガスコンロ

0 10 20 30 40 1009080706050
（％）

（n=690）
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地区別対抗リレー 閉会式

上智大学チアリーディング部の応援 九段中等教育学校吹奏楽部の演奏 ロージートワラーズのバトントワリング

むかで競争

きみも未来の玉入れ選手

めざせワールドカップ ちよだ五種競技

準備体操

ゲートボール競争

まとあて競争

民踊（千代田区民踊連盟）

嬬恋村と五城目町からの寄贈

ドッヂビー

玉入れ

　10 月１4日に、外濠公園総合グラウンドで第50 回千代田区民体育大会を開催しました。出
場選手と観客を合わせて約8,000 名が参加し、玉入れや綱引き、地区別対抗リレーなどで
大いに盛り上がりました。今年は、麴町地区が昭和53年以来34年ぶりに優勝に輝きました。

選手宣誓

綱引き

玉入れ

手
旗
訓
練

スポーツ祭東京 2013
「ゆりーと」

買い物競争リベルダージによるサンバの披露
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園　名 定員（3歳児）
35名
35名
35名
20名

10名

10名
15名
20名

麴町幼稚園（麴町2－8）
九段幼稚園（三番町16）
番町幼稚園（六番町8）
お茶の水幼稚園（猿楽町1－1－1） 

昌平幼稚園（短時間保育）（外神田3－4－7）

ふじみこども園（富士見1－10－3）
いずみこども園（神田和泉町1）

（仮称）千代田幼保一体施設（神田司町2－16） 
（現・千代田幼稚園）（短時間保育） 13256－1709

13291－8211
13263－3725
13263－0567
13263－7330

13251－0768

13866－9938
13263－1009

区立幼稚園

区立こども園
（短時間保育）

▼図表1　区立幼稚園・こども園
　（短時間保育）の募集人数

区立幼稚園・こども園（短時間保育）

▼図表2　保育園・こども園（長時間保育）・認証保育所等の定員・保育時間など

園　　名 募  集  年  齢 定  員

0歳～5歳児
（生後57日以降）

80名麴町保育園
（三番町7）

98名神田保育園（平成25年度に 新園舎へ移転）
(神田淡路町2－12)

99名西神田保育園
(西神田2－6－2)

97名四番町保育園
(四番町11)

45名ポピンズナーサリースクール一番町
(一番町10－8)

40名保育園ドルチェ
(九段北4－2－22)

32名マミーズエンジェル神田駅前保育園
(内神田2－5－2)

39名小学館アカデミー神保町保育園
(神田神保町2－20)

30名小学館アカデミーかすみがせき保育園
(霞が関2－1－3)

34名キッズスクウェア永田町
(永田町2－1－2)

26名キッズスクウェア丸の内東京ビル
(丸の内2－7－3)

区
立
保
育
園

幼
保
一
体
施
設

0歳～5歳児
（生後57日以降）

136名

区
立
こ
ど
も
園

（
長
時
間
保
育
）

96名いずみこども園
(神田和泉町1)

ふじみこども園
(富士見1－10－3)

0歳～5歳児
（生後57日以降）

100名
私立保育園
アスク二番町保育園
(二番町2－1)

0歳～5歳児

保   育   時   間   等

認
証
保
育
所

基本保育時間
7時30分～18時30分
（四番町保育園は7時15分～
18時15分）
※保育時間は、相談の上、
決定します。

延長保育（1歳児クラス以
上・定員あり）
18時30分～19時30分
（四番町保育園は18時15分～
20時15分／アスク二番町保育
園は7時～7時30分・18時30分
～21時で0歳児から）
※別途保育園へ申込みが必
　要です。

開園時間
7時30分～18時30分

基本保育時間
7時30分～20時30分

延長保育
7時～7時30分
20時30分～22時
※保育時間は施設によっ
て異なります。詳しくは、
各施設に直接お問い合
わせください。

30名キッズスクウェア丸の内永楽ビル
（丸の内1－4－1）

25名(五番町5－6)
ピノキオ幼児舎番町園

13261－7960

13253－6258

15215－9060

13234－2269

13230－2105

13222－0355

13256－8788

13515－9103

13500－3513

16206－1155

15809－6601

13866－9938

13263－1009

13288－8151

16273－4320

13221－0572

（仮称）千代田保育園（平成25年4月開設予定）
（神田司町2－16） 0歳～2歳児 20名

10名千代田幼稚園（長時間保育）
（神田司町2－16） 13256－1709 3歳児

小学館アカデミー昌平保育園
（外神田3－4－7）

昌平幼稚園（長時間保育）
（外神田3－4－7）

25名0歳～2歳児

10名
10名

13526－3621

13251－0768 4歳児
3歳児

1歳～2歳児 5名
保育時間
9時～17時
※給食がないため、弁当を
　ご用意ください。

26名ひまわり育児室
(富士見2－14－23)

0歳～5歳児
（生後57日以降）

開園時間
7時15分～20時15分

　　　15214－7070

　　　15579－8927

保育室

あい・ぽーと　小さな家
（飯田橋4－10－1）

家庭的保育

20名保育室「愛の園」
（外神田2－17－4） 16672－3495

保育園・こども園（長時間保育）・認証保育所等
　保育園・こども園等の定員・保育時間などは図表 2のとおりです。詳しくは、
子ども支援課・出張所で配布する入園案内をご覧ください。
※ 各歳児とも、4月から上のクラスに上がる園児がいるため、定員のすべてが募
集人員にならない場合があります。

※ 千代田区緊急保育施設「小学館アカデミー神田駅前保育園」は、平成 25 年 5 月
で閉園の予定です。

1保育園

�対 区内在住・在勤で、保護者が働いているなど、家庭で保育ができない乳幼児
※ 在勤の方は居住する区市町村へ申し込んでください。なお、0歳～ 3歳児クラス
の在勤の方は平成 25 年 10 月入園からの受付です。
※�神田保育園は平成 25 年 5月に現在の仮園舎から新園舎（神田淡路町二丁目地区
内）へ移転し、定員を拡大する予定です。

2こども園（長時間保育）
　これまでの保育園と幼稚園を組み合わせ、保育園と同様の長時間保育と、幼稚園
の幼児教育を実施します。
�対 区内在住の 0歳～ 5歳児で、家庭で保育ができない乳幼児

　保護者の就労形態の違いにより、子どもの就園先を区別しない、幼稚園・保育園
の枠を超えた新しい乳幼児育成施設です。
　（仮称）千代田保育園と小学館アカデミー昌平保育園は、民設・民営の認可外保
育施設ですが、施設基準や職員配置は、児童福祉施設最低基準に準じます。
対 区内在住の 0歳～ 5歳児で、保育を必要とする乳幼児（平成 25 年度の千代田幼
稚園の 4歳～ 5歳児と昌平幼稚園の 5歳児の、長時間保育の募集は行いません）

−123いずれも−
費所得に応じて決定します。詳しくは、子ども支援課支援係へ。
�申  12 月 3 日㈪～平成 25 年 1 月 31 日㈭（土・日・祝日・年末年始を除く）に直接
子ども支援課支援係へ。

4認証保育所
　東京都独自の審査基準により質を確保し、延長保育などの多様なニーズに応え
る保育所です。各施設では、さまざまな幼児教育プログラムを用意しています。

5保育室
　少人数の家庭的なきめ細かい保育を心がけています。都心にありながら、自然環
境にも恵まれ、季節ごとに楽しい行事も行っています。

−45いずれも−
費 ・申詳しくは、各施設に直接お問い合わせください。区民は保育料補助の対象
となる場合があります。保育料補助については子ども支援課支援係へ。

　区が認定した複数の保育者が、区有施設の 1室で一人ひとりの発達状況やその
日の体調などに合わせて、きめ細やかな保育を提供します。
費保育料＝月額 20,000 円（非課税世帯等には、費用の減免があります）
 問 子ども支援課支援係

区立幼稚園・保育園・こども園等
入園児募集

平成25年度

　平成 25 年度の、区立の幼稚園・保育園・こども園および区が補助している保育施設の
入園児を募集します。 問合せ　子ども支援課支援係（区役所 2 階）　　15211 － 4229

3幼保一体施設

6家庭的保育

�対 区内在住の 3歳～ 5歳児（平成 19 年 4月 2日～平成 22 年 4月 1日生まれの方）
通�園区域　原則は小学校の通学区域と同じです。ただし、定員に余裕がある場合
は、通園区域外の幼稚園・こども園を希望することができます。

募�集人数　3歳児＝図表 1のとおり（4・5歳児は、いずれも若干名）

�費 入園料＝ 1,000 円／保育料＝月額 4,000 円（※（仮称）千代田幼保一体施設〈現・

千代田幼稚園〉・昌平幼稚園・こども園についてはお問い合わせください）

申�込書の配布・受付　配布＝ 11 月 6 日㈫～15 日㈭（土・日曜を除く）／受付＝

11 月 13 日㈫～15 日㈭

※ いずれも 14 時～16 時に入園を希望する幼稚園・こども園へ。

※ いずみこども園・ふじみこども園・（仮称）千代田幼保一体施設 (現・千代田幼

稚園 )・昌平幼稚園の長時間保育は 12 月から受付を開始します。
問 子ども支援課支援係

掲載した写真を差しあげます。詳しくは、広報広聴課へ。
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地域サロン会

「がん」について学ぼう
 「がん」について、基礎的な話や
予防のためにできることを一緒に
学びましょう。
と�き　11 月 22 日㈭午後 2時～ 3時
15 分

会�場　いきいきプラザ一番町 2 階
多目的室（一番町 12）

対�象　65 歳以上の方 15 名
講�師　服部千代美（高齢者あんしん
センター麴町相談員）
申�込み　当日までに電話で高齢者
あんしんセンター麴町（☎ 3265
－ 6141）へ。

パソコンで年賀状を作ろう

と�き　① 11 月 24 日② 12 月 1 日い
ずれも土曜 ( 全 2 回 ) 午後 1 時
30 分～ 3時

会場　高齢者センター 6階講習室
対�象　60歳以上の区内在住者（文字
入力できる方）10 名（申込順）

※ 高齢者センターの利用登録が必
要です。
参加費　 300 円
講�師　㈱インフォメーション・ディ
ベロプメント（区内の IT企業）の
社員
申�込み　11 月 16 日㈮までに電話ま
たは直接高齢者センター窓口（神
田神保町 2 － 20 ☎ 3265 － 3981
〈午前 9時～午後 5時〉）へ。
※ 自分のノートパソコンの持ち込
みも可能。

　トレーニングマシンを使い運
動能力の向上を目指します。足
腰を丈夫にして、気持ちのよい
毎日を過ごしましょう。
と�き　12 月 11 日～平成 25 年 3
月 22 日の毎週火・金曜（12/25・
28、1/1・4、2/5、3/5 を除く
全 24 回）午後 2時～ 3時 30 分
会�場　フィットネスクラブ・エ
スフォルタ水道橋（猿楽町 2－
8 － 8 住友不動産猿楽町ビル
地下１階）

脳活うんどうクラブ

　軽い有酸素運動と簡単なマジッ
クに挑戦します。手先や体を動か
すことで脳を活性化させ、はつら
つと過ごせるようにしましょう。
と�き　12 月 13 日～平成 25 年 3 月
14日毎週木曜（12/27、1/3 を除く
全 12回）午前 10時～ 11時 30 分
会�場　西神田コスモス館１階区民小
ホール（西神田2－ 6－ 2）
対�象　65 歳以上の区内在住者 15 名
（申込順）
持�ち物　運動ができる服装・タオ
ル・飲み物
申�込み　11 月 30 日㈮までに電話で
高齢介護課介護予防係（☎ 5211
－ 4222）へ。

対�象　65 歳以上で要支援・要介
護認定を受けていない高齢者
（運動機能の低下がみられる
方）12 名（申込順／新規優先）
※ 受講決定後に、高齢者あんし
んセンター職員との面談があ
ります。
持�ち物　運動ができる服装・室
内用運動靴・タオル・飲み物
申�込み　11 月 20 日㈫までに電
話で高齢介護課介護予防係（☎
5211 － 4222）へ。

足腰を丈夫にする運動教室
筋力向上マシントレーニング

児童館
■�神田児童館
　THE！わんぱくまつり 2012
　手作りのお店やゲーム屋のほか、な
かよしライブや餅つきなどを行いま
す。
時 11 月 17 日㈯ 13 時～ 15 時 30 分　
場神田児童館（外神田 3－ 4 － 7）　問
☎3253－6021　他当日直接児童館へ。

おはなし会
　千代田区立図書館では、お子さんが
本に親しめるように、定期的に絵本の
読み聞かせ（30 分程度）を行っていま
す。
■千代田図書館 ☎ 5211 － 4289
時 11 月 8 日㈭ 11 時～（乳幼児向け）
■四番町図書館 ☎ 3239 － 6357
時 11 月 25 日㈰ 15 時～（幼児以上向
け）、毎週金曜 16 時～（乳幼児向け）、
16 時 30 分～（小学生向け）

　子ども自然教室エンジョイスキー
キャンプの参加者を募集します。準
備会も合わせてご参加ください。
■準備会
時 12 月 9 日㈰ 10 時～ 15 時 30 分　 
場九段生涯学習館（九段南 1－ 5 －
10）　他 13 時 30 分～ 15 時に保護者
説明会があります。
■エンジョイスキーキャンプ
時平成 25 年 1 月 4 日㈮～ 6 日㈰（2 
泊 3 日）　場尾瀬しんこう荘かたし 
な高原スキー場（群馬県片品村）　対
区内在住・在学の小学 4 年生～中
学 3 年生若干名（抽選）　費 15,000
円（準備会・スポーツ安全保険加入

料を含む）　申 11 月 6 日㈫から 25
日㈰ 17 時までに電話またはホーム
ページで九段生涯学習館（☎ 3234 －
2841 http://www.kudan-ll〈エル
エル〉.info）へ。
※ 都合により内容が変更になる場合
があります。

エンジョイスキーキャンプ参加者募集

1学校説明会
　教育方針の説明と学校紹介を行いま
す。
時 11月 18日㈰① 9時～ 10 時 30 分②
14時 30分～16時　対都内在住の小学
生と保護者　他持ち物＝筆記用具／①
は上履きと靴袋が必要です。
2入学願書配布説明会
　平成 25 年度入学願書の配布を行い、
書類の書き方や入学までのスケジュー
ルを説明します。また、入試のための
アドバイスも行います。
時 11 月 17 日㈯① 14 時～ 15 時② 15 
時～ 16 時／ 11 月 18 日㈰③ 9時 30 分
～ 10 時 30 分④ 11 時～ 12 時⑤ 13 時

～ 14 時　対平成 25 年度適性検査を受
検希望の小学 6年生とその保護者　他
持ち物＝筆記用具／②と④は上履きと
靴袋が必要です。

−12いずれも−
各回とも内容は同じです。
3�入学願書配布
　11 月 19 日㈪から事務室で配布しま
す（平日 8時～ 16 時 45 分）。

−123いずれも−
場九段中等教育学校九段校舎 (九段北
2 － 2 － 1)　問☎ 3263 － 7190　他当
日直接会場へ。詳しくは学校のホーム
ページ（http://www.kudan.ed.jp）を
ご覧ください。

九段中等教育学校のお知らせ

時=日時　場=会場　対=対象　定=定員　内＝内容　費=費用・料金（記載のない場合は無料）　師＝講師　締＝締切り　申＝申込み　問＝問合せ　他＝その他

神田の福祉

「安心して暮らすために」
　かんだ連雀と岩本町ほほえみプ
ラザの取り組みを通して、高齢者
福祉のあり方を考えます。
と�き　12 月 1 日㈯午後 2 時～ 3 時
30 分

会�場　岩本町ほほえみプラザ 1 階
ホール（岩本町 2－ 15 － 3）

対�象　高齢者福祉に関心のある方
申�込み　当日までに電話でかんだ
連雀（☎ 3252 － 8815）または岩
本町ほほえみプラザ（☎ 5825 －
3407）へ。

12月
日 月 火 水 木 金 土

１
６５４ ８７2 ３
１３１2１１ １５１４9 １０
２０19１８ ２２２１16 １７

２９２８２７2623 ２４ ２５

11月
日 月 火 水 木 金 土

１
６５

2 ３

４ ８７
１３１2

9 １０

１１ １５１４
２０19

16 １７

１８

２９２８ 30
２２２１

２７26

23 ２４

２５

30 31

12月
日 月 火 水 木 金 土

１
６５４ ８７2 ３
１３１2１１ １５１４9 １０
２０19１８ ２２２１16 １７

２９２８２７2623 ２４ ２５

11月
日 月 火 水 木 金 土

１
６５

2 ３

４ ８７
１３１2

9 １０

１１ １５１４
２０19

16 １７

１８

２９２８ 30
２２２１

２７26

23 ２４

２５

30 31

神田で元気にながいき教室

「知っていますか？悪質商法」
　悪質商法について、被害に遭わ
ないためのポイントや実際の事例
についてお話しします。
と�き　11 月 10 日㈯午後 1 時 30 分
～ 3時
会�場　かんだ連雀 1階ホール（神田
淡路町 2－ 8－ 1）
講�師　（区）消費生活センター職員
申�込み　当日までに電話または
ファクスで高齢者あんしんセ
ンター神田（☎ 5297 － 2255
5297 － 2256）へ。

▲千代田区小中陸上競技大会
　（国立競技場）

▲第 10 回福祉まつり（区民ホール）

保育園・こども園
問四番町保育園 ☎ 3234 － 2269
　ふじみこども園 ☎ 3263 － 1009
1「エプロンさん」
　お子さんとその保護者を対象に保育
園体験を行います。
時 11 月 13 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分　
場ふじみこども園（富士見1－10－ 3）
対 0 歳～ 2歳のお子さんとその保護者
1組
2ふじみランド
　一緒に焼き芋を食べましょう。
時 11 月 13 日㈫ 10 時 30 分～ 11 時 30
分　場ふじみこども園　対 1 歳～ 5歳
の未就学児の親子 10 組

−12いずれも−
申 11 月 12 日㈪までに電話でふじみこ
ども園へ。
3マミーズタイム
　リラックスしながらおもちゃ作りやお
話しをしましょう。子育ての難しさ、悩
み、どんなことでも聞いてください。
時 11月 16日㈮13時 30分～15時　場 
四番町保育園（四番町11）　対未就園児
の親子7組
4「おおきくなったかな」
　未就園児の身長・体重を測ります。
育児相談もあります。
時 11 月 28 日㈬ 10 時～ 16 時　場四番
町保育園　対未就園児の親子

−34いずれも−
申電話で四番町保育園へ。
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美術館・博物館等の催し　主に企画展・特別展を掲載しています。� ※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　�

館　　名 催　し　物 会　　期 休館日 展 示 内 容 等 料　金 電　話

アーツ千代田 3331 3331 TRANS ARTS展 ～12/2㈰ 火 さまざまなジャンルのアーティストや団体約 10 組が参加し「アー
トの境界・可能性を超えてゆく」活動を展示・紹介する展覧会。 800 円 ☎6803－2441

相田みつを美術館 第51回企画展
「麗老－晩年の相田みつを－」 ～ 12/2 ㈰ 月

（祝日は開館）
麗しく老いるという意味の「麗老」は相田みつをの造語で、亡くなる
直前に集中的に書かれました。この言葉に込められた思いを紹介。 800 円 ☎6212－3200

出 光 美 術 館 琳派芸術Ⅱ ～12/16㈰ 月 東日本大震災により途中閉幕となった琳派展を再構成し、酒井抱一とそ
の高弟・鈴木其一を中心とした江戸琳派の粋美をあらためて展観します。 1,000 円 ☎5777－8600

（ハローダイヤル）

科 学 技 術 館 第 43 回市村アイデア賞作品展 11/16 ㈮～ 12/2 ㈰  － 次代を担う小・中学生のアイデアの芽生えを奨励するために設けられた市村ア
イデア賞の作品展。文部科学大臣賞、科学技術館館長賞などの入選作品を展示。 700 円 ☎5777－8600 

（ハローダイヤル）

宮内庁三の丸尚蔵館「鎌倉期の宸
しんぴつ
筆と名筆－皇室の文

ふみ
庫
くら

から」（仮称）
11/23 ㈷～ 12/22 ㈯
（予定） 月※・金

宮内庁書陵部が所蔵する鎌倉時代の伏見天皇や花園天皇など歴代天皇
の御直筆の書（宸筆）と名筆を、似絵の名品「天

てんしせっかんみえい

子摂関御影」と共に紹介。
無料 ☎5208－1063

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館 企画展示「曽我物歌舞伎」 ～平成 25 年 1/27 ㈰ 12/29 ～平成

25 年 1/2
曽我兄弟を題材にした作品群「曽我物」の中から収蔵資料を中心に紹介します。併
せて、河竹登志夫氏より寄贈いただいた河竹黙阿弥ゆかりの品々を展示します。 無料 ☎3265－7061

国立演芸場展示室 演芸資料展「曲独楽の世界」 ～ 11/25 ㈰ 11/21 
・22

曲独楽は江戸時代（享保）から幕末にかけて大流行しました。仕掛けや劇的要素を取り
入れ、華やかさを添えています。展示では曲独楽の歴史と発展についても紹介します。 無料 ☎3265－7061

JCII フ ォトサロン 大倉舜二作品展
「JAZZ NOTE－1961～1990－」11/6㈫～12/2㈰

月
（祝日は開館）

1961 年から 90 年にかけて 30 年にわたり、眩
まぶ
しいステージで演奏するジャ

ズの巨匠たちを追いかけて撮った作品約90点（全てモノクロ）を展示・紹介。 無料 ☎3261－0300

衆議院憲政記念館 昭和、その動乱の時代－議会政治
の危機から再生へ－特別展 11/8 ㈭～30 ㈮ － 普通選挙が実施されて以降、政党内閣の崩壊とともに軍部が台頭し、翼賛体制と

なった後、太平洋戦争を経て、政党が復活するまでの歩みを関係資料によって紹介。 無料 ☎3581－1651

し ょ う け い 館 新収蔵資料と証言映像の紹介展 ～ 12/27 ㈭ 月※ 新たにしょうけい館で制作した証言映像をシアターで上映します。今
回は、日本赤十字社の元救護看護婦・元陸軍看護婦の映像もあります。 無料 ☎3234－7821

昭 和 館 写真展「東京オリンピック開催年の
日本－変わりゆく昭和の情景－」 ～ 12/9 ㈰ 月※ 48 年前の東京オリンピックの開催準備が進むとともに、

変化していく日本の町の情景を写真で紹介。 無料 ☎3222－2577

千 秋 文 庫 戦いのしるし－古戦場絵図・武具
図展 ～ 12/8㈯ 月・日・

祝日
戦国時代から江戸時代にかけての武家の興亡の歴史を、
古戦場図・武具図・古記録などによって紹介。 400 円 ☎3261－0075

逓 信 総 合 博 物 館 スロヴァキアの切手展 ～ 12/24 ㈷ 月※ スロヴァキアの絵本作家が手掛けた繊細な切手原画の世界とともに、同国の自然や世界遺
産の街・民族衣装・祝祭を通して「スロヴァキアの素朴な魅力を巡る旅」にご案内します。 110 円 ☎3244－6811

東京国立近代美術館 美術にぶるっ！ベストセレクション
日本近代美術の 100 年 ～平成 25年 1/14 ㈷

月
（12/24・1/14
は開館）

重要文化財 13 点を含む選
え

りすぐりのコレクションを一
挙公開。また開館当時の 1950 年代の美術を考察します。

1,300 円 ☎5777－8600 
（ハローダイヤル）

東京国立近代美術館
工 芸 館

現代の座標
－工芸をめぐる 11 の思考－ ～ 12/2 ㈰ 月※ 現代工芸への視点シリーズ。第 3回は、広く国内外にフィールド

をもつ作家11人に注目。その造形思考を示す97点を展示します。 500 円 ☎5777－8600 
（ハローダイヤル）

日本カメラ博物館 フランスカメラ展 11/20 ㈫～平成
25 年 2/24 ㈰ 月※ 世界初の市販カメラ「ジルー・ダゲレオタイプカメラ」をはじめ、携帯用として

は最大級の木製組立暗箱など、独創的なフランス製カメラの数々を展示・紹介。 300 円 ☎3263－7110

ニ ュ ー オ ー タ ニ
美 術 館

大正・昭和のグラフィックデザイン
小村雪岱展 ～ 11/25 ㈰ 月※ 大正時代から昭和の戦前にかけて装

そう
幀
てい
、挿絵、舞台美術な

どの幅広い分野で活躍した小村雪岱の作品約200点を展覧。
800 円

（宿泊客は無料） ☎3221－4111

自然環境情報ひろば
丸の内さえずり館

企画展示「昆虫を知って自然に対
する感度を高めよう」 ～ 12/21 ㈮ 土・日・

祝日
「日本昆虫協会」による企画展示。自然度の指標となる昆虫の名前や見分け方のほ
か、季節ごとに変わる昆虫の楽しみ方などを紹介します。標本なども展示されます。 無料 ☎3283－3536

三菱一号館美術館 シャルダン展－静寂の巨匠 ～平成 25年 1/6 ㈰ 月※
（12/25 は開館）

18 世紀フランスを代表する静物・風俗画家、シャルダン
の日本初の個展（東京のみでの開催）。 1,500 円 ☎5777－8600 

（ハローダイヤル）

明 治 大 学 博 物 館 特別展「氷河時代のヒト・環境・文
化」 ～ 12/12 ㈬ ー 全国各地から出土した日本最古級の石器を一堂に展示。

列島人類文化の起源に迫ります。 300 円 ☎3296－4448

文 部 科 学 省
情 報 ひ ろ ば

国立大学企画展示（信州大学・お
茶の水女子大学・愛知教育大学） ～ 12 月末 土・日・

祝日
信州大学「地域イノベーションを創出する夢の炭素素材」／お茶の水女子大学「ユビキタス実
験住宅 Ｏcha Houseにおける複合的研究実験とその成果」／愛知教育大学「摩擦の科学」 無料 ☎6734－2170

歳末たすけあい見舞品進呈

　社会福祉協議会は、歳末たすけ
あい運動に寄せられた区民の皆さ
んからの募金を、障害者手帳をお
持ちの方に贈っています。希望さ
れる方は、申し込みください。
対�象　精神障害者保健福祉手帳
（1級～ 3級）をお持ちの方
贈�呈品　デパート共通券 3,000 円
分（予定）
申�込み　11月30日㈮（消印有効）ま

障害者と家族の激励慰安会

と�き　11月23日㈷午後0時30分～ 
2 時

※当日直接会場へ。
会�場　障害者福祉センター「えみ
ふる」（神田駿河台 2－ 5）
対�象　区内在住の障害者とその家族
内�容　第1部＝式典／第 2部＝歌
（田口やすひこさん〈シャンソン 
歌手〉）と踊り（甲斐京子さん〈女
優〉）
問�合せ　「えみふる」
 ☎ 3291 － 0600 3291 － 0608

でに申込書（社会福祉協議会で
配布または郵送）に精神障害者
保健福祉手帳の写し（写真のあ
るページ）を添えて、郵送または
直接社会福祉協議会（〒 101 －
0065 西神田 1 － 3 － 4 西神田
庁舎4階☎ 5282－ 3711）へ。

第 10 回開運富くじ大興行
「みんなと共にがんばろう！東北」

　11 月 10 日㈯までに靖国通り商店街
連合会加盟店で 1,000 円以上の買い物
や飲食をした方は、下記の抽選日にく
じが引けます。景品は、テレビや東北
地方等の物産、防災用品などです（下
記時間内でも無くなり次第終了）。
時 11 月 9 日㈮ 12 時～ 17 時・10 日㈯ 
12 時～ 16 時 30 分　場岩波ホール（神
田神保町 2－ 1 岩波神保町ビル）前　
問区民生活課商工係15211 － 4185　 
他加盟店情報等詳しくは、靖国通り
商店街連合会のホームページ（http://
www.yasukunidori.jp）をご覧ください。

臨時的任用教員（幼稚園）
登録者の募集

　特別区（大田区を除く）の区立幼稚園
の、妊娠出産休暇・育児休業補助教員
採用候補者（登録者）を募集します。
対⑴～⑶すべてに該当する方
⑴幼稚園教諭普通免許状を現に有する
⑵ 国公私立幼稚園の正規任用教員（＊）
として１年以上の経験がある

＊ 特別区の区立幼稚園の臨時的任用教
員は含むが、非常勤講師は含まない

⑶ 生年月日が昭和 27 年 4 月 2日以降
選考　書類選考および面接
申 12 月 3 日㈪・4日㈫に所定の書類（募
集案内参照）を直接特別区人事・厚
生事務組合教育委員会事務局人事企
画課採用選考担当（飯田橋 3－ 5 －
1東京区政会館 17 階）へ。

問☎ 5210 － 9458
他 ①更新者で、過去 5年間に区立幼稚

園の臨時的任用教員として勤務実績
のある方は郵送（11 月 26 日㈪消印
有効）でも受け付けます。面接はあ
りません。②募集案内は東京 23 区
の区役所・東京区政会館で配布。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満1歳～小学校就学前が対象）
　を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名を
　忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催しなどの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。
※記入の際、摩擦や熱で消えるインクのペンは
　使用不可。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※託児サービスは本文表示のある場合
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名　 
　を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

■区主催
　応募時の個人情報は厳重に管理し、当該催し物などの開催のためだけに利用します。
■区以外
　応募時の個人情報は、区と同様に取り扱うように区は主催者に要請していますが、詳
しくは、主催者へお問い合わせください。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就
　学前が対象）を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校
　名）、所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

個人情報について

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―
申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

―個人情報について―
■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物のためだけに利用しますが、詳しくは、主催者にお問
い合わせください。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※いっとき保育（満１歳～小学校就学前が対
象）を希望する方は記入

　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名を
忘れずに。

※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、　
電話番号を追記

※費用の記載の無いものは原則無料

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※託児サービスは本文表示のある場合
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名　
　を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、　
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

国民年金
扶養親族等申告書の提出を

　老齢または退職を理由とする年
金には所得税が課税されます。所
得税は、年金支給額が 108 万円以
上（65 歳未満）または 158 万円以上
（65 歳以上）の場合、年金支払時に
源泉徴収されます。
　対象者には、日本年金機構が 10
月下旬に「扶養親族等申告書」を送
付しました。必要事項を記入し、11
月 30 日㈮（必着）までに返送してく
ださい。提出しないと、提出した場
合に比べ多くの所得税がかかります
ので、必ず提出してください。
問合せ　千代田年金事務所
 13265 － 4381
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嬬恋スキー講習会
時平成 25 年 1月 24日㈭ 19 時（区役所
前出発）～27日㈰　場パルコール嬬恋
スキーリゾート（群馬県嬬恋村）　対高
校生以上の区内在住・在勤・在学者 40
名（申込順）　費 29,500 円（バス代・宿
泊代・傷害保険料）　申 12 月 10日㈪

きりえを作りませんか
　来年の干

え と

支「巳
み

」
の型紙を使って、き
りえを作ります。
時 11月 14日㈬ 18時 
30 分～　場東方学会
ビル会議室（西神田
2－ 4－ 1）　対区内在住 ･在勤 ･在学
者 25 名（申込順）　費 500 円（材料費を
含む）　申前日までに電話またはファ
クス（10 面記入例参照）で日本中国友
好協会千代田支部・小

お が わ ら

川原（13261 －
0433 3261 － 1788）へ。

▼
 きりえ作品

1�グループワーク「職場のハラスメ
ント～増えるパワハラ・職場いじ
めへの対応を学ぶ～」（全 2回）
　1回目は職場での人間関係の悩み
や解決法を学びます。2回目は、ど
んなときにパワハラになるのか、教
材DVDを視聴しながら考えます。
時① 12 月 3日㈪ 18 時 30 分～ 20 時
30分②12日㈬18時30分～20時（全
2 回）　場①区役所 4 階 401 会議室
②男女共同参画センターMIW交流
サロン（区役所 10 階）　定 25 名（申
込順）　師郡司ひとみさん（カウンセ
ラー／①のみ）
2�講座「遠距離介護を考える～離れ
て暮らす親の介護、あなたはどう
しますか」
　親の日頃の暮らし方や介護が必要
になったときの意向など、事前に
知っておくべきことや情報収集方
法、遠距離介護の交通費や介護費用

などについてお話しします。
時 12月 7日㈮ 18時 30分～ 20時 30 
分　場区役所 4 階 401 会議室　定
40 名（申込順）　師太田差惠子さん
（NPO法人パオッコ理事長）
3�講座「暮らしやすい高齢社会の住
まいを考える｣
　戸建住宅・集合住宅の改修事例を
紹介し、高齢期の身体状況に合った
バリアフリーな住まいについて解説
し、質問も受け付けます。
時 12月 14日㈮18時 30分～20時　 
場 MIW 交流サロン（区役所 10 階）
定 20 名（申込順）　師㈳東京建築士
会女性委員会バリアフリー部会委員

−1～3いずれも−
申電話・ファクスまたはＥメール（10 
面記入例参照）でMIW（15211－8845 
5211－8846 miw@city.chiyoda. 

tokyo.jp）へ。　他託児サービス（有
料・2週間前までに要予約）あり。

（必着）までに往復ハガキ（10面記入例
参照／性別も記入／ 1枚につき 5名
まで）またはホームページで千代田区
スキー協会・檞

くぬぎ

（〒101－ 0054 神田錦
町 3－ 21ちよだプラットフォームス
クウェア 4階千代田区体育協会気付 
http://chiyodaku-ski.jp）へ。　 問

1090－ 3332－ 3969

日本大学理工学部
図書館公開講座

時12月 8日㈯ 15時～ 17時（受付14時 
30 分～）　場日本大学理工学部駿河台
校舎1号館3階 131教室　定100名（申
込順）　内ネット評判情報を使った新
安心社会に向けて　師吉

よし

開
かい

範
のり

章
あき

さん
（日本大学教授）　申12月1日㈯（必着）
までにハガキ・ファクスまたはＥメー

税金のお知らせ
■�個人事業税（第 2期分）の納期限は
11月 30日㈮

対 都内に事務所や事業所を設けて、法
律で定められた事業を行う個人
納�付方法　都税事務所から送付された 
納付書で、金融機関・郵便局・コンビ 
ニエンスストアまたは都税事務所・
都税支所・支庁で納めてください。
金融機関・郵便局のペイジー対応の
ATM、パソコン、携帯電話でも納
付できます。

問 千代田都税事務所☎ 3252 － 7141
他 納税には口座振替が便利です。申込
みは（都）主税局納税推進課口座振替
係（15912 － 7520）へ。

■税の作文・絵はがきを展示
　税への関心と正しい理解を深めても
らうため「税の作文」と「税の絵はがき」
を募集しました。今回、優秀賞に選ば
れた作文（区内中学生）と絵はがき（区
内小学生）を展示します。
時 11 月 11 日㈰～ 17 日㈯ 9 時～ 20 時
（土・日曜は 17 時まで）

場 区民ホール（区役所１階）
問  （区）税務課管理係15211 － 4190

第 1 号被保険者の独自給付
　国民年金第 1号被保険者には、次の
ような独自給付があります。
1付加年金
　月額 400 円の付加保険料を納めてい
る人は、将来の年金額に付加年金が加
算されます。
受�給額　200 円×付加保険料納付月数
（年額）
※ ①付加保険料の納付は、納付を申し
出た月から開始します（さかのぼっ
ての納付はできません）。②国民年
金基金の加入者は、付加保険料を納
付することはできません。
2寡婦年金
　老齢基礎年金を受けられるはずの夫
が、老齢基礎年金を受ける前に亡く
なったとき、婚姻期間 10 年以上の妻
に、60 歳から 65 歳になるまで支給さ
れます。
受�給額　夫が受給できる予定だった老
齢基礎年金の 4分の 3の額

※ 夫が障害基礎年金の受給権者であっ
たことがある場合、老齢基礎年金の
支給をすでに受けていた場合は、寡
婦年金を受けることはできません。
3死亡一時金
　第 1号被保険者として保険料を 3年
以上納めた人が、年金を受けずに亡く
なり、その遺族（配偶者・子・父母・孫・
祖父母・兄弟姉妹）が遺族基礎年金を
受けられないときに支給されます。

国民年金のお知らせ
受�給額　図表 1のとおり

※ ①請求できるのは、被保険者の死亡
後 2年以内です。②付加保険料を 3
年以上納付している場合は、図表 1
の金額に 8,500 円が加算されます。

4短期在留外国人の脱退一時金
　第 1号被保険者として保険料を 6か
月以上納めた外国人で、老齢基礎年金
の受給資格期間を満たしていない方が
日本を出国したときに支給されます。
受�給額　保険料を納めた月数（＊）に応
じて決まっています。基準月（最後

に保険料を納付した月）が平成 24 年
度の場合は、図表 2のとおりです。

＊ 月数は「全額納付月数＋（4分の1納付
月数）×1/4＋（半額納付月数）×1/2
＋（4分の 3納付月数）×3/4」で計算。
※ ①請求できるのは、出国後 2年以内
です。②日本国籍がある方や日本に
住所がある方、障害基礎年金等の年
金を受ける権利を有したことがある
方には支給されません。

−1～4いずれも−
問 保険年金課国民年金係☎5211－ 4202

国民年金基金に加入しませんか
　国民年金基金は、国民年金に加入し
ている方が将来より充実した年金を受
けられるよう、任意で加入できる公的
な年金制度です。
対  60 歳未満の国民年金第 1号被保険
者（保険料を免除・猶予されている
方、農業者年金の被保険者を除く。
なお、付加年金と国民年金基金はど
ちらか一方しか加入できません）

年�金の種類　「終身年金」と「確定年金」
があり、掛金に応じてそれぞれ老齢
年金と遺族一時金が支給されます。
掛�金　掛金月額は、選択した給付の型・
加入口数・加入時の年齢・性別によっ
て決まります。月額 68,000 円を上
限に加入口数を選んで支払いができ
ます。納めた掛金は、全額が所得控
除の対象となり、所得税や住民税が
軽減されます。

問 東京都国民年金基金 0120 － 65
－ 4192（平日の 9時～ 17 時）

保険料納付済期間 一時金の額

 3 年以上 15 年未満 120,000 円

15 年以上 20 年未満 145,000 円

20 年以上 25 年未満 170,000 円

25 年以上 30 年未満 220,000 円

30 年以上 35 年未満 270,000 円

35 年以上 320,000 円

▼図表 1　死亡一時金の受給額

保険料納付済期間 一時金の額

 6 か月以上 12か月未満  44,940 円

12 か月以上 18か月未満  89,880 円

18 か月以上 24か月未満 134,820 円

24 か月以上 30か月未満 179,760 円

30 か月以上 36か月未満 224,700 円

36 か月以上 269,640 円

▼ 図表 2　短期在留外国人の脱退一時
金の受給額（基準月＝平成 24 年度）

1 日で分かる「傾聴入門」
　聴き上手になる傾聴ミニ講座のほか、 
実際に活動しているボランティアのお
話もあります。聴くことの奥深さや楽
しみを体験してみてください。
時① 12 月 12 日㈬② 22 日㈯いずれも 
13時～16時 15分（各回終了後交流会あ

り）　場ちよだボランティアセンター会
議室（西神田1－3－4西神田庁舎3階）
対区内で活動できる方20 名（申込順） 
費 500 円　申電話・ファクスまたは
Eメール（10 面記入例参照／希望日も
記入）でちよだボランティアセンター
（15282 － 3716 5282 － 3718
volunteer@chiyoda-cosw.or.jp）へ。

M
ミ ュ ウ

IWの催し

11 月 9 日㈮～ 15 日㈭
秋の火災予防運動

　「守りたい 防火の心で 
みんなの笑顔」（佐藤晴菜
さん〈北区〉）を防火標語
に予防運動を行います。
　また、家具類の転倒・
落下・移動防止対策を推
進しています。地震時のけが防止に、
家具類を固定してください。
問丸の内消防署☎ 3215 － 0119
　麴町消防署☎ 3264 － 0119
　神田消防署☎ 3257 － 0119

ル（10面記入例参照）で日本大学理工学
部図書館（駿河台校舎）（〒101－ 8308 
神田駿河台1－8－14 3293－ 7458 
stosyo@adm.cst.nihon-u.ac.jp）

へ。　問☎ 3259－ 0636

手話入門講座
時 11 月 15 日～ 12 月 20 日の毎週木
曜（全 6回）19 時～ 20 時 30 分　場障
害者福祉センター「えみふる」（神田
駿河台 2 － 5）　対区内在住・在勤・
在学者 20 名（申込順）　費 3,000 円（教
材費）　申 11 月 10 日㈯までに電話・
ファクスまたは Eメール（10 面記入例
参照／受講の動機も記入）で NPO法
人ホープ（13221 － 4266 6912 －
3234 sign＠npohope.com）へ。

昌平童夢寄席
時11 月 17 日㈯ 18 時～（開場 17 時 30
分）　場昌平幼稚園遊戯室（外神田 3－
4 － 7）　費木戸銭（入場料）500 円　
問昌平評議会・久保田☎ 3831 － 6082
他①当日直接会場へ。②出演＝柳家小
袁治さんほか。

時=日時　場=会場　対=対象　定=定員　内＝内容　費=費用・料金（記載のない場合は無料）　師＝講師　締＝締切り　申＝申込み　問＝問合せ　他＝その他

区民スポーツ大会
（ボウリング大会）

時 12月 9日㈰ 10時～　場東京ドーム
ボウリングセンター（文京区後楽1－3
－61）　対区内在住で女性1人以上を含
む4人組 20チーム（申込順）　内 2ゲー
ムの合計得点で争う大会　費 1チーム
3,500円（傷害保険料を含む／貸靴は別
途自己負担）　申 11月 26日㈪（必着）ま
でに所定の申込書（文化スポーツ課〈区
役所2階〉・出張所等で配布）を郵送また 
はファクスで文化スポーツ課スポーツ
振興係（〒102－ 8688 九段南1－2－1 
3264－3988）へ。　問 15211－3627



あたり、面白い本に出会えると注目を
集めている「往来堂書店」の店長による
講演会を開催します。当日直接会場へ。
時11 月 20 日㈫ 19 時～ 20 時　場千代
田図書館特設イベントスペース（区
役所 9 階）　定40 席（先着順）／立ち
見可　師笈

お い り

入建
け ん じ

志さん（往来堂書店
店長）　問千代田区読書振興センター
15211 － 4289

四番町図書館
ラウンジセミナー

「四番町図書館の資料で調べる麴町・番
町界
かい

隈
わい

」
時 内下図表のとおり　場四番町図書
館ラウンジ　定各回 20 名（申込順）　
師日比谷図書文化館学芸員　申11 月 7
日㈬ 10 時以降に電話または直接四番
町図書館（四番町 113239 － 6357）へ。
他申込時に希望回を伝えてください
（複数回申込みも可）。

11月16日㈮　外濠公園にキャンドル灯る

時 11 月 16 日㈮ 17 時～ 20 時（荒天
中止）

場 外濠公園遊歩道（JR 市ケ谷駅～
JR飯田橋駅）

問 Sotobori Canale 実行委員会
　1090 － 6405 － 1720
　 http://sotobori-canale.com

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

No. 1339　24.11.5（12）

さくら教室（冬の手入れ）

　五番町土手（雙葉学園前）のさくらの
根回りにリュウノヒゲ（地被植物）を植
え、根が踏まれないようにします。
時12 月 1 日㈯ 10 時～ 12 時（雨天の場
合は翌日に延期）　場9 時 45 分 JR四

ツ谷駅麴町口集合　定40 名（申込順）
師NPO法人東京樹木医プロジェクト
の樹木医　申11 月 28 日㈬までに電話
またはファクス（10 面記入例参照）で
道路公園課都市施設主査（☎ 5211 －
4244 3264 － 4792）へ。
※ 当日の連絡先は☎080－ 3171－ 9433

建築まち歩きツアー～丸の内編～
　保存・復原工事を終え竣

しゅん

工
こう

したばか
りの東京駅と、周辺の丸の内エリアを
散策します。
時11月19日㈪13時30分～17時頃（雨
天決行／ 16 時 30 分頃からティータ
イム）　場丸の内オアゾ前広場（東京駅
丸の内北口方面）集合→東京駅→日本
工業倶楽部会館→新丸ビル→丸ビル→
東京中央郵便局→三菱一号館美術館→
明治生命館→東京會館でのティータイ
ム→自由解散　定25 名（申込順）　費
2,500 円（茶菓代を含む）　師大川三雄
さん（日本大学教授）　申11 月 15 日㈭
までに電話または Eメール（10 面記入
例参照）で千代田区観光協会（13556
－ 0391 info@kanko-chiyoda.jp）
へ。 江戸城ファミリーウォーク

　江戸城とその周辺の変遷を学び、実
際に歩きます。
時11 月 23 日㈷ 9 時～ 15 時　場区民
ホール（区役所 1 階／講演）→皇居周
辺（ウォーキング）　対区内在住・在
勤者 120 名（申込順）　内講演「大名の
江戸城登城と儀礼」／ウォーキング　
費1,000 円（保険料を含む）　師深井雅
海さん（聖心女子大学教授）　申11 月
16 日㈮までにファクスまたは Eメー
ル（10 面記入例参照）で ( 公財 ) 東京
YMCA（ 3615 － 5578 edojo@
tokyo.ymca.or.jp）へ。　問☎ 3615 －
5568　他①昼食持参。②参加費の一部
は区の生涯学習事業に寄付されます。

　環境やまちにつ
いて考えるきっか
けになる空間の創
造と、江戸城外濠
の緑資源を見つめ
直し、地域のコ
ミュニケーション
を深めることをコ
ンセプトに「外濠
キャンナーレ」を
行います。
　この催しでは、
地域の児童や住民と協力して、地域
環境への取り組みを学びながら製作
したキャンドルを使っています。
　当日は周辺施設をライトダウン
し、外濠公園が幻想的なロウソクの
明かりに包まれます。当日直接会場
へ。

　靖國神社境内の大鳥居からご神門
までのいちょう並木を、LED 照明
で幻想的にライトアップします。
時 11 月 26 日㈪～ 12 月 9 日㈰ 17 時
～ 20 時（黄葉の状況により、日程
を変更する場合があります）

場 靖國神社境内（九段北 3－ 1－ 1）
問 千代田区観光協会13556 － 0391

■千代田いちょうの夕べツアー
時 ① 11 月 27 日② 12 月 4 日いずれ
も火曜15時30分～19時30分（予
定）

場 靖國神社境内と周辺
定 各日 10 名（申込順）
内 靖國神社の神職の方の案内による
境内散策・遊就館見学と周辺の名

店めぐりと夕食
費 3,500 円
申 11 月 20 日㈫までに
電話または E メー
ル（10 面 記 入例参
照／希望日も記入）
で千代田区観光協
会（13556 － 0391
info@kanko-

chiyoda.jp）へ。

■大妻女子大学連携ミニ展示
「谷崎潤一郎と映画」

　若くから文壇で華々しく活躍して
いた谷崎潤一郎ですが、一時期は映
画会社の脚本部顧問を務め 4本の映
画を世に送り出しました。谷崎潤一
郎と映画の関係について解説し、大
正期の映画界の様子を伝える書籍な
ど、大妻女子大学所蔵の貴重資料を
展示します。
時～ 12 月 22 日㈯　場千代田図書館
ミニ展示コーナー（区役所 9階）　
問千代田図書館15211 － 4289　他

貴重資料は 11 月 17 日㈯～ 26 日㈪を
除き複製の展示です。▲

関連イベント
谷崎と映画の奇妙なかかわり
～「春琴抄」を中心にして～
　大正から昭和にかけて撮影されたさ
まざまな映画をダイジェストで上映し
ながら、谷崎潤一郎と映画の奇妙な関
わりをたどります。当日直接会場へ。
時11 月 21 日㈬ 18 時 30 分～ 20 時（18
時開場）　場区民ホール（区役所 1階）
定50 席（先着順）／立ち見可　師城

き

殿
どの

智
とも

行
ゆき

さん（大妻女子大学短期大学部准
教授）　問千代田図書館15211－ 4289
■�本と出会う読書サロン
　第 5期オープニングイベント
　講演「町の本屋の楽しさ」
　「読書サロン」とは、（一財）出版文化
産業振興財団（JPIC）読書アドバイザー
クラブ首都圏が主宰する、本を通じた
交流会です。毎月異なるテーマで、メ
ンバー各自がおすすめの本を持ち寄っ
て紹介します。第 5期のサロン開始に

日比谷図書文化館
日比谷カレッジ

日比谷次世代寄席　春風亭ぴっかり
「図書館で味わう落語レクチャー＆ラ
イブ！落語の歴史と落語家ライフ」

時12月14日㈮19時～20時30分(受
付 18 時 30 分～ )　場日比谷図書文
化館地下 1階大ホール（日比谷公園
1－ 4）　定200 名（申込順）　内実力
派若手落語家による落語の歴史や落
語家の生活についてのレクチャーと
若さと元気いっぱいの寄席　師春風
亭ぴっかりさん＝写真　申電話また
はＥメール（10 面記入例参照）で日
比谷図書文化館（☎ 3502 － 3340
college@hibiyal〈エル〉.jp）へ。　他
席は自由席です。

図書館の催し

千代田いちょうの夕べ
～ライトアップとツアー～

オペレッタ「こうもり夢物語」
　区内を活動拠点とするオペレッタ座
が、ヨハンシュトラウス 2世によるオ
ペレッタ「こうもり」を現代風にアレン
ジして公演します。
時12 月 28 日㈮① 14 時～（開場 13 時
30 分）② 18 時～（開場 17 時 30 分）　

国立情報学研究所　市民講座
計算をはじめた未来のカメラたち
～ピンホールカメラから遠く離れて～
　ピンホールカメラから進化した未来
のカメラを紹介し、いまだピンホール
カメラの発想が息づいていることを説
き明かします。
時11 月 26 日㈪ 18 時 30 分～ 19 時 45
分　場学術総合センター（一ツ橋 2－
1 － 2）　定200 名（申込順）　師児玉和
也さん（国立情報学研究所准教授）　申
ファクスまたはＥメール（10 面記入例
参照）で国立情報学研究所「市民講座担
当」（ 4212 － 2150 shimin@nii.
ac.jp）へ。　問14212 － 2145

千代田図書館
ミニ展示「谷崎潤一郎と映画」／読書サロン講演

とき 内　容
11 月 17日 人物について調べる（経歴・家系）
12月 1日 人物について調べる（居住地）
12月 8日 施設について調べる（場所・内容）
いずれも土曜 14 時～ 15 時 30 分

 大妻女子大学総合情報センター図書
館所蔵

場内幸町ホール　費前売り 5,000 円／
当日 5,500 円　問内幸町ホール13500
－ 5578　他抽選で区内在住・在勤・
在学者 5組 10 名（各回）を招待。11 月
30 日㈮（必着）までに往復ハガキ・ファ
クスまたは E メール（10 面記入例参
照）で内幸町ホール（〒 100 － 0011 内
幸 町 1 － 5 － 1 3500 － 5579
uchisaiwai@c-linkage.co.jp）へ。

時=日時　場=会場　対=対象　定=定員　内＝内容　費=費用・料金（記載のない場合は無料）　師＝講師　締＝締切り　申＝申込み　問＝問合せ　他＝その他

費 1,500円　




